




































































混乱の世の中に育ち, 父親 (養父とも言われている) に十手を学ぶ｡ 父親
が行方不明となり, 親戚である坊主に育てられ, 剣道を教わる｡ 13才で初
めて戦いの相手を殺し, それから間もなく, 流浪の旅に出る｡ 1600年には
































ては, 顔は角ばっており, 表情に緊張感がただよっている｡ 目をみると,
大きくて丸い沖田の目とちがって, 宮本の目はアジア系統のものであるこ






































合には, まず戦略を練って備えるようになる15)｡ その成長の過程で, 宮本
は「天下無双｣ ということばなど無意味であり, 周辺の自然と調和して一
体化すべきだという「理｣ を悟る16)｡ さらには,「無刀｣ という心理的状








































































にまず, ジェンダー (gender) の概念を定義する｡ ジェンダーとは, 本来
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は衝動と欲求に応じて反応し,「超我｣ によって阻止される｡ さらに, 三
つ目は人の本当の人格を表す「自我｣ である｡「自我｣ は「超我｣ と「エ
ス｣ の間のバランスを取らなくてはいけない33)｡ 日本にも人格を説明する
のに独特なカテゴリーが存在する｡ すなわち「本音｣ と「建前｣ というカ
テゴリーがあり, それは一見すると, フロイトのカテゴリーに似ているよ






































問題の内容だけでなく, その克服の仕方も異なる (表を参照)｡ 宮本は
現在の段階では一つの問題しか克服していず, 沖田は三つの問題点のうち
二つを克服している｡ さらに, その克服するための解決方法も異なり, 沖
田は (神谷のおかげで) 消極的にも積極的にも解決方法 (妥協) を見つけ
ることができたのに対し, 宮本の場合は, 主人公は深く思慮 (妄想の形で
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登場する) するものの, 解決はみつからない (殺し合いのらせん状態から
出られないなど)｡ つまり, 宮本には「運命｣ からの逃げ道はないように
みえる｡ また, 恋の悩みをみると, 沖田は武士の忠義と恋愛とのバランス
をとることによって, 妥協することに解決を見つけるが, 宮本は逆に妥協
するよりもむしろ流浪することを選び, 恋愛を諦めることにしか解決方法











精神的葛藤の内容 Ⅰ 異性 (女) への恐怖 自分への怒り








克服 Ⅱ 部分的 らせんを認識したが,
克服できない
克服の仕方 Ⅱ 積極的 消極的─
選択の可能性はない
精神的葛藤の内容 Ⅲ 忠義か恋愛か 流浪の生活か恋愛か
克服 Ⅲ 克服する 克服




するものと推測される｡ 沖田は積極的 (衝動的) に行動するサムライのイ
メージに適合する｡ 沖田の葛藤は, 原因が自分から発生したものではなく,









な役割を果たし, 神谷は男性社会 (新選組) の中で自分の居場所を見つけ
ることになる｡ 神谷が沖田の代わりに居場所を探るのは, 男女の依存関係
を示している｡ 神谷は自分の居場所だけではなく, 沖田にも自己の居場所
をはっきりさせるべきであると考えている｡ 沖田の場合は, 社会の中 (新


























ンド』の戦闘は森林, 僧院, お城や道場など, さまざまな場所が舞台とな
る｡ 沖田と宮本の戦いは, それぞれ所要時間や舞台となる場所が相違して













プに対して向けられるため, 自分の感情 (恋) を制御する場面がある｡ そ


























て, 伝統的な女性像を代表していない｡ 神谷の男装の故に, 沖田の女性像
は変わってくる｡ だから, 神谷は沖田の成長のために重要な役割を果たし
ている｡ 二人の関係は, 神谷が男装しているため, 他人にはよく同性愛で










































すことになる｡ 仇討ちは犯罪ではなかったのである｡ 伝説では, 宮本は仇
討ちのために吉岡一門を滅ぼそうとするが, 漫画の宮本はその目的をもっ







ではない｡ ところが, 沖田と男装する愛弟子との関係は, 歴史からかけ離
れている｡ 歴史上の武士道は, 儒教の支配の理念に従い，支配者や上官―
武士―女性というヒエラルキーができるために, 男性 (サムライ) は上官













































ることになる｡ その中でも男装する「男役｣ にファンは憧れを抱く｡ それ
は, 最初の男装少女漫画である『リボンの騎士』の構想にも非常に影響を
与えたと思われる｡ ところが, 90年代に登場した『風光る』は二つの点で













ないが, 現在の男らしさとは背反せず, 逆に人間らしい, 理解しやすい男
性像を作り出すことになる46)｡ つまり, 読者は宮本の心理的状態が理解で
きるからこそ, 一体化できるといえよう｡ 宮本はサムライの男性像である
と同時に, 現代の変容しつつある男性像 (下掲②参照) にも結び付いてい
る｡ また, 読者は漫画にでてくる宮本の武士道 (社会の一部でなく, 自分


































その苦悩と疑問視によって戦争的な行動 (人殺し) を批判してもいる｡ そ
の道徳は第二次世界大戦下の軍国主義の時代に出版された『宮本武蔵』と









































































いて, 少女サムライ漫画では, 性的欲求が過度に抑制されている｡ それは
大人の世界からの逃避でもあろう｡
それに対して, 少年サムライ漫画は反対の傾向を示す｡ 社会から逃げた


















居場所の問題が積極的に取り入れられ, 神谷の寓意 (アレゴリー) の中で
示されている｡ それは, 沖田は風で, 近藤局長は大空であると寓意的に述
べているシーンであり, その中には儒教の忠義の倫理が隠されていると解
釈できる56)｡ ここでの序列をいえば, 一番下は弟子の神谷であり, つまり
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Samurai Manga and Gender
an Analysis Based on
“Kaze hikaru” and “Vagabond”
SCHMIDT Claudia Caroline
Samurai is an important genre in Japanese entertainment media, such as
books, television, and even manga. It has been a genre especially for male
target groups for a long time, but during the last decade, there has been a
tendency for samurai manga to focus on female target groups. In my research,
I focus on the difference between the image of samurai in manga for male and
female target groups, and afterwards I describe the possible social reasons for
those differences.
For the analysis I chose Okita from Watanabe Taeko’s Manga “Kaze
hikaru” as an example for a samurai described for a female target group, and
for a male target group, I chose Miyamoto Musashi from Inoue Takehiko’s
“Vagabond” as a representative samurai.
I mainly follow Yomota Inuhiko’s method as presented in his work “Manga
genron”, adding a focus on the keywords social life, love and life as
swordfighter, especially analysing problems and solutions concerning these
themes.
Through the analysis I found some interesting answers. While the image of
Okita in “Kaze hikaru” obviously is adapted to classical genres for female
readers (the keywords love and social life are the main points and the story
itself is similar to high-school campus stories), Miyamoto’s description
focuses on his work of building a strong self, especially by countless action
scenes. The two represent a different ideal of masculinity, on the one side
showing an Okita who is influenced by the typical effeminate male aesthetics
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of Japanese male pop idols―an image mainly created by aiming towards
female fans. And on the other side there is a Miyamoto representing a
classical warrior image, which can be interpreted as a counter flow to the new
male aesthetics.
Yet, Miyamoto’s warrior journeys and his life far from civilization can also
be seen as criticism of young men’s reaction to the growing demands of their
working lives, but also in their daily lives as some kind of escapism from their
daily lives. In contrast to Miyamoto, Okita shows an exaggerated image of
loyalty, especially to his troops’ leaders and his , a girl dressed up as
boy who joines his samurai troop. Especially his relationship to his 
shows the uncertainty of young women concerning gender constructs and
shows the desire of women to take part in social life or even to create history.
In summary, it is obvious that the image of the samurai is fit to the gender of
the target groups and it seems as if it gives the reader an entertaining
possibility to compensate for the limits of everyday live.
